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    Squamous cell carcinoma of renal pelvis is relatively rare and its prognosis is very poor. A 72-
year-old man was introduced to our institute because of macroscopic hematuria. He had no his-
tory of urolithiasis or urinary tract infection. Excretory urography showed a nonfunctioning right 
kidney. Cytologic examination of urine was positive for malignant cell from squamous cell carci-
noma. Preoperative diagnosis was made as right renal pelvic tumor, but it appeared to be renal tumor 
on the roentgenogram. Right radical nephrectomy and transurethral ureterectomy was performed. 
Radiation therapy was done after operation. Pathological diagnosis was squamous cell carcinoma 
of renal pelvis extensively infiltrating to the renal parenchyma. The patient is alive with no recur-
rence or metastasis for eight months after operation. Statistical analysis was made on 136 cases of 
squamous cell carcinoma of renal pelvis reported in the Japanese literature including our case, and 
this disease is also briefly reviewed.












患 者:72歳,男 性,公 園 の管 理 人
初 診:1986年2月27日
主 訴:肉 眼 的 血 尿
家族歴:特 記事項なし






現症:体 格 ・栄養中等度,血 圧130/80mmHg頭
頸部,胸 部に異常なし.表 在 リンパ節触知せず.腎
部,尿 管走行部,膀 胱部,外 性器に異常を認めなかっ
た.
入院時検査成績(Table1):Table1に示す よう
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陰性,尿 細胞診はclassVで,扁 平上皮癌由来 と考
えられる細胞が認められた(Fig.1).
膀胱鏡所見=膀 胱粘膜に異常を認めず,左 右の尿管
口も形態上異常はなか ったが,右 尿管 口からの尿流出
を認めなかった.
レ線学的検査lIVPで は,左 腎は機能良好で,腎
孟 ・尿管に異常を認めなかったが,右 は腎孟 ・腎杯へ
の造影剤の排泄が認め られなかった(Fig.2).逆 行
性腎孟造影で は,右 尿管口より4Fr.尿 管カテーテ































近い細胞構築が認め られたが,大 部分は,細 胞間橋 ・
角化傾向の明らかな扁平上皮癌細胞であり,全 体とし
て腎実質に強 く浸潤 した角化型の腎孟扁平上皮癌と診
断した(rig.7).尿 管 ・膀胱粘膜には異常はな く,
リンパ節転移は認められなかった.
術後,右 腎茎部 ・大動脈周囲に,40Gy.の 放射線
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腎孟 腫瘍 の中 で,扁 平 上 皮癌 は 比 較 的 稀 な 疾患 で あ
り,欧 米 で は,Hideniusの 報告 以来350例 余 の報 告
が あ る の み で あ る1)本 邦 に お け る 腎孟 扁 平 上 皮癌 は
す で に南 ら2),平 松 らz),今 野 ら4),東 條 ら5)に よ り
121例 が集 計 され て お り,そ の 後文 献 的 に 調 べ 得 た14
例 に 自験 例 を 加 えた,総 計136例 につ い て 統 計 的 観察
を 行 な った(Table2).
1)発 生 頻 度
腎孟 腫瘍 の うち 腎孟 扁 平 上 皮 癌 の 発 生 頻度 をUtz
ら6)は,175例 中23例(13。1%),Wagleら7)は78例中
12例(15.4%),Blacherら1)は177例中ll (6.2%),
平 松 らA)は33例 中4例(12.1%)と 報告 して い る.し
か し,BenningtonandBeckwith9)は扁 平上 皮 化 生
を伴 った 移 行 上 皮癌 まで も,扁 平 上 皮 癌 と診 断す る傾
向が あ るた め,諸 家 の 報告 に み られ る頻 度 は高 す ぎ る
の で は ない か と述 べ,Pughら1。)は,上 部 尿路 移 行上
皮癌 の約20%4m平 上 皮 化 生 を伴 い,純 粋 なlrnt平上皮
癌 は1～1.6%で あ る と して い る.当 教 室 で は,1976年
以来,18例 の 腎 孟 腫 瘍 を経 験 して い るが,扁 平 上 皮癌
Table2.CasesofsquamouscellcarcinomaofpelvisintheJapaneseliterature・
番号 繰 翻 患側 初発(初期)症 状
経過中の症状 結石 臨 床 診 断 転 移











































































血 尿,腰 背部 十 十 一
痛,腹 部腫瘤
側 腹 部 痛 一++
側 腹 部 痛 一+一
肉 眼 的 血 尿+一 一
肉 眼 的 血 尿 十 一 一
発 熱
肉 眼 的 血 尿+一 一
腰 痛 一 十 一
発 熱
側 腹 部 痛
背 部 痛
腹 部 腫 瘤
下 腹 部 痛
発 熱
腰 痛
側 腹 部 痛
























腎 孟 腎 炎
転 移性肺 癌
腎 孟 腫 瘍
高Ca血 症




腎 孟 腫 瘍
転移性扁平 上皮癌 肝,リ ンパ節
転移性扁 平上皮癌 骨,リ ンパ節5-FU,MMC,CA
腎摘 出術水 腎 症 肺
,皮 膚OK -・432
腎 結 石 肺 ,肝,腰 椎腎 腫 瘍
腎摘 出術腎 孟 腫 瘍 な し
放射線療法
腎摘 出術

































西 日 泌 尿
31,709
泌 尿 紀 要
27,163
日泌 尿 会 誌
72,1509
日 生 医 誌
8,121
日 泌 尿 会 誌
72,900
日泌 尿 会 誌
73,241
日泌 尿 会 誌
73,950
西 日 泌 尿
46,497
日泌 尿 会 誌
75,543
泌 尿 紀 要
30,3
川 崎 医 誌
10,248














山口 ・ほか;腎 孟腫瘍 ・扁平上皮癌
は本症例1例 のみ(5.6%)で あった.
2)性 別 ・患側










































初発(初 期)症 状 経過中の症状




癖 痛 ・血 尿20(1)16.1
痺 痛 ・腫 瘤64.8
血 尿 ・腫 瘤10.8


















合 計 124(17) 56119 56
()内 は発熱
は4.51と 男性 優 位 で あ った.欧 米 の 報 告 で は,Utz
ら6》は23例 中20例,Kinnら11)は15例 中11例,Blacher
ら1)はlI例 中8例 といず れ も男 性 に 多 い と して い るが
Wagleら7)は12例 中8例 が 女 性 で あ った と報告 して い
る.患 側 につ い て は,右64例,左63例,不 明9例 と左
右 差 は ほ とん ど認 め られ ず,こ れ は 諸 家 の報 告t,6,7)と
一 致 して い る.
3)発 症 年 齢
Table4に 示 す よ うV`,年 齢 は28歳 か ら86歳 に わ
た り,平 均57,7歳,50～69歳 が 全体 の約60%を 占め て
い た 。欧 米 の報 告 に お い て も,50歳 台,60歳 台 の 発 症
頻 度が 高 い傾 向で あ った,
4)臨 床 症 状
本症 の初 発(初 期)症 状 を,記 載 の あ った124例 に
つ い て集 計 した(Table5),単 独 の症 状 と して 最 も多
い のは 疹 痛 で,49例(39.5%)以 下 血 尿28例(22.5
%),腫 瘤11例(8.9%),そ れ そ の重 複 した 症 状 を 加
え る と,疹 痛19例(6L2%),血尿50例(40.3%),腫
瘤19例(15.3%)と 疹 痛 が最 も多 か った.発 熱 も重要
な症 状 で あ り17例(13・7%)に 認 め られ た.経 過 中 の
症 状 に つ い て も記 載 の あ った119例 につ い て 同 様 に 集
計 した が,経 過 中 は 症 状 が 重 複 して 出現 す る頻 度 が 多
くな り,疹 痛 は88例(73.9%),血 尿 は77%(64.7)
腫 瘤 は58例(48・7%)に 認 め29例(24.4%)に,3症
状すべてが認められた,Kinnら11),BlacherらDは
疹痛 ・血尿の頻度は同数であったとし(Kinn67%,
Blacher55%),Utzら6)は 疹痛74%に 対 し,血 尿は
48%Y`,逆 にWagleら7)は 疹痛83%に 対 し,血 尿は
100%に 認められたと述べている.本 邦では,初 発症
状 ・経過中の症状,と もに疹痛が最も高頻度であ り,
欧米においても通常の腎孟腫蕩に比して,疹 痛の頻度
が高いようである.







や,結 石に よる尿路閉塞性変化 ・炎症の合併などが考



































































ものは,わ ずか13例(11・2%)に すぎなかった.腎 結
石(他 疾患との合併を含む)と 診断されたものが最も
多く,51例(44.0%)を 占め,次 に腎腫瘍(腎 孟の記
載がなかった ものを含む)が31例(26.7%)で あっ




















た。欧米では,一 般の腎孟腫瘍に比べ,尿 管 ・膀胱Y`
浸潤する傾向が少ないと考えられており,腎 摘除術兼
上部尿管切除術の施行例が多かった.し かし,Wagle
ら7》は12例 中1例 膀胱腫瘍の合併をみ,腎 ・尿管全摘
術兼膀胱部分切除術を行なうぺきとしているBlacher
















Table7に 示す ように,本 邦138例 中,剖 検16例,
予後不明な5?例 を除いた,62例 について検討 した.結
果は,45例(6L8%)が6ヵ 月以内に死亡 してお り,
1年 以上の生存例は8例 にす ぎなかった.3年 以上の





















ていくと考えられている.事 実,前 述 したように,本
邦 ・欧米ともに結石を合併する頻度が高く,慢 性刺激
の原因として結石が最も疑わしい.そ の他の原因とし
て,タ バコ・コー ヒーな どの嗜好品,鎮 咳剤(phe-
nacetinな ど)の 長 期 使用(Kinnら11),Blacher
らD),最 近では以前使用された 造影剤Thorotrast








結局,わ れわれの症例では,明 らかな慢性刺激 とな
るものが存在せず,原 因不明であったが,宇 山ら14)が
指摘するように,胎 生期に迷入した細胞が発生起源で
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